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☆ＪＡＭ・Ｐ愛知とはＪＡＭ東海(愛知)に集まる

次世代の労働組合を担う青年男女組合員育成を目的とした協議会の名称です。

Ｊ Ａ Ｍ 東 海

リフレッシュスクール報告

報告者：リフレッシュスクール担当常任委員

野田 大空（村田機械労組）

サンプル作り体験の様子

清見里人学校にて集合写真

郡上踊り体験の様子

大河内 隆夫（クロダイト工業労組）

妻鳥 光弘（三洲電線労組）

2 0 1 9 年 9 月 6 日 （ 金 ） ～ 7 日 （ 土 ） に 、 リ フ レ ッ シ ュ ス ク ー ル が 開 催 さ れ ま し た 。 今 回 の リ フ レ ッ シ ュ
ス ク ー ル で は 『 東 海 地 方 の モ ノ づ く り ・ 文 化 』 に 触 れ る と い う 事 で 、 郡 上 市 に あ る サ ン プ ル ビ レ ッ ジ
い わ さ き に て 食 品 サ ン プ ル づ く り 体 験 、 郡 上 八 幡 旧 庁 舎 記 念 館 に て 郡 上 踊 り 体 験 を 行 い ま し た 。

食 品 サ ン プ ル づ く り 体 験 で は 天 ぷ ら と レ タ ス の サ ン プ ル を 講 師 の 方 々 に 教 わ り な が ら 作 成 し ま し
た 。 た だ 手 順 を 説 明 し て 頂 い た だ け で は な く 、 扱 っ て い る ろ う の 温 度 や 正 し い 手 順 で な い と ど う い う
理 由 で 失 敗 す る の か な ど も 教 え て 頂 き ま し た 。 参 加 者 の 多 く は 普 段 か ら モ ノ 作 り に 関 わ っ て い る と
い う 事 も あ り 、 そ の 説 明 を し っ か り と 聞 い て 作 成 し 、 講 師 の 方 か ら は み ん な 上 手 く で き て い る と い う
評 価 を 頂 き ま し た 。

郡 上 踊 り と は 、 郡 上 市 八 幡 町 で 開 催 さ れ る 伝 統 的 な 盆 踊 り で あ り 、 4 0 0 年 に わ た っ て 城 下 町 で 歌
い 踊 り 続 け ら れ て き た も の で 、 江 戸 時 代 に 城 主 が 士 農 工 商 の 融 和 を 図 る た め に 、 藩 内 の 村 々 で 踊
ら れ て い た 盆 踊 り を 城 下 町 に 集 め た の が 始 ま り だ そ う で す 。 そ ん な 歴 史 背 景 か ら 郡 上 踊 り は 誰 も
が ひ と つ 輪 に な っ て 踊 る 楽 し さ が あ り 、 「 見 る 踊 り 」 で は な く 「 踊 る 踊 り 」 と 言 わ れ て い ま す 。 今 回 の
郡 上 踊 り 体 験 で は １ ０ 曲 あ る 内 の ２ 曲 を 教 わ り 、 最 後 は み ん な で 輪 に な っ て 踊 る こ と が で き ま し た 。
ま だ 少 し 恥 ず か し さ も 残 っ て い る 様 子 で し た が 、 よ り 打 ち 解 け る き っ か け に な っ た と 感 じ て い ま す 。
体 験 当 日 が 踊 り 納 め の 日 で し た の で 、 今 回 の 体 験 が 来 年 み な さ ん で 参 加 す る き っ か け に な れ ば と
思 い ま す 。

ま た 、 高 山 市 に あ る 清 見 里 人 学 校 に 宿 泊 さ せ て い た だ き 、 ソ フ ト バ レ ー 大 会 、 バ ー ベ キ ュ ー な ど
を 行 い ま し た 。

こ の ２ 日 間 で モ ノ づ く り ・ 文 化 に 触 れ る こ と が で き 、 ま た 体 を 動 か し て 心 身 の リ フ レ ッ シ ュ を 図 る と
と も に 参 加 者 同 士 の 交 流 を 深 め る 事 が 出 来 ま し た 。 今 後 も こ の よ う な 心 身 の リ フ レ ッ シ ュ 及 び 参 加
者 の 交 流 に 繋 が る 企 画 を 開 催 い た し ま す の で ご 参 加 を 心 よ り お 待 ち し て お り ま す ！



ボランティア活動 開催報告

8/31（土）にボランティア活動を開催いたしました。今回は、JAM・P愛知が掲げている「変化の年」の方針に沿って、初の
試みで豊橋中央高等学校とのコラボ企画を開催し、常任委員、豊橋中央高等学校の生徒会の方々だけでなく、JAM東海
の一般参加者、小坂井高等学校の生徒会の方々にも参加して頂きました。

内容は、午前に表浜海岸で清掃活動（リアカーボランティア）を、午後に高校生との交流会で様々なレクリエーションを行
いました。

豊橋中央高等学校が行なっているリアカーボランティアは、ゴミゼロ（530）運動発祥の地・豊橋の高校生として「自分たち
にできるボランティア」としてスタートしました。「豊橋を、三河を守りたい！！」という思いから15年間継続しており、ユネスコ
スクールとして、SDGs 17GOAL（持続可能な開発）の17項目のうち5項目を達成しております。JAM・P愛知では、豊橋中央
高等学校の取り組みに共感し、また豊橋中央高等学校では、社会人の人達と一緒に活動したいという思いがあり、コラボ
企画を実現する事ができました。

ボランティア活動当日、表浜海岸にはたくさんのごみが散乱しており、拾ったごみを入れるごみ袋がかなりの数になった
ことを目の当たりにしました。高校生と海岸清掃をしているうちに、私達自身も「きれいにしよう！！」という気持ちになり、
清掃活動の素晴らしさを実感しました。

今回のボランティア活動を通して、高校生たちがしっかりとした考えをもって行動していることがわかり、また、表浜海岸
の現状を見てごみ問題の深刻さがわかり、「ごみを減らそう！！」という気持ちが芽生え、ごみ問題に向き合い、考えるきっ
かけになりました。

今回のコラボ企画により、今後のボランティア活動の幅を広げることができました。JAM・P愛知では、引き続きボランティ
ア活動に取り組んでいきたいと思います。

報告者：ＪＡＭ・Ｐ愛知 スプリングセミナー担当常任委員

伊藤 智弥（名古屋電機工業労組）・高島 悠里（旭精機工業労組）

定期総会 開催案内

表浜海岸清掃の様子 交流会の様子 集合写真

平素はＪＡＭ愛知青年協議会の諸活動に対しまして、ご理解・ご協力を賜わり誠にありがとうございます。
今年のテーマは「変革」。といった次第で、例年とは大きく違うものを企画しています。
例年の基調講演に代わり、新東工業株式会社様 「技能安全研修センター」にて体験型安全講習会並びに工場見学を実施

いたします。定期総会につきましても、格調高き会場にて一年の締めくくりとともに、新しき役員の門出に相応しい、華やかな
パーティーにしたく準備を進めております。

なお、他社様見学の都合上、平日での開催となってしまいましたが、２０２０年度への活動継続に向け、下記の日程にて
第2１回定期総会を開催いたしますので、ご多忙中のこととは存じますが、是非ご参加いただきますようお願いいたします。

日時：2019年10月25日（金）
13：00～17：00頃（工場見学・総会終了）
（受付開始 12：30～懇親会終了 20：45頃）

会場：新東工業株式会社・華乃井テラス

過去の定期総会の様子 (2018年10月)

●JAM・P愛知の活動●
様々な活動を行うことで
段取りの重要さを体感し、スキルアップをしていきます。
我々の行事に 是非ご参加頂くようお願いいたします。
皆様のご理解とご協力を宜しくお願いいたします。











美化活動だけではないリアカーボランティアの目的

ユネスコスクールとして
SDGs 17GOAL（持続可能な開発）の項目を達成する。

：関係項目


